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シラバスの作成要領 

 

１ シラバス作成の目的 

(1) 授業の概要・授業計画の説明（オリエンテーション） 

(2) 学生が履修登録する際の参考資料 

(3) 成績評価基準等の提示 

(4) 予習や復習など学生への要望の提示 

 

２ シラバス作成用シート 

シラバス作成時には、本メールで送付したシラバス作成用シートをご使用ください。 

複数必要な場合は、複写してご使用ください。 

 

３ シラバスの様式・記載事項 

(1) シラバスの分量及び文字のフォントサイズ 

 ・分量は１科目につき A4版１ページ。 

 ・文字のフォントサイズは MS 明朝、10 ポイント。できるだけフォントサイズは変更しないでくだ

さい。記載内容が多くどうしても１ページに収まらないときだけ、フォントサイズを調整してく

ださい。 

 

(2) シラバスに記入しなくてもよい事項 

シラバス上段の[授業形態][単位数][資格][大学 DP][学科 DP]は本学で記入します。 

 

(3) シラバスの記載事項と注意点  

各記載事項の注意点に留意し、記載をお願いします。別添の<シラバス記入例>もご参照く

ださい。 

 

① 科目名 

・担当する科目名を正確に記入してください。 

・カリキュラム変更に伴い名称が変更された科目は、旧カリキュラム対象の学生のために本

学で旧名称を書き加えます。 

 

② 担当教員名 

 

③ 授業概要、授業目的  

・科目名と授業内容の整合性が取れているかどうかご確認ください。 
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④ 到達目標 

・受講した結果、学生がどのようなことが理解できるのか、できるようになるのかが分かるよ

うにできるだけ具体的な記述をお願いします。文章は、学生を主語にして「（学生は）・・・す

ることができる」という形式になるように心がけてください。 

 

⑤ 学習内容 

・全 15回または 30回の学習内容を空欄がないようにご記入ください。 

・類似した学習内容でも、その１・その２、（１）・（２）という記載をできるだけ避け、各回の内容の

違いが分かるように記述してください。「〃」、「同上」も使用しないでください。 

・2022 年度は定期試験期間がなく、試験は通常の講義内で実施するようお願いしましたが、

2023年度は15回または30回の講義時間とは別に定期試験期間を確保しています。そのこ

とを踏まえた授業計画を立ててください。 

 

⑥ 予習内容、復習内容 

 ・予習と復習のそれぞれについて必ず記入してください。内容は簡単なもので結構です。また、

学生が行うべき予習時間、復習時間については記載不要です。 

 

⑦ 教科書 

 ・学生が購入しなければならないテキストを記載してください。購入が任意の参考文献は記載

せず、授業の中で紹介するようにしてください。 

 

⑧ 成績評価 

・成績評価をどのように行うのか具体的にご記入ください。評価方法の割合については、「毎回

行う小テスト・・％、試験・・％（あるいはレポート・・％）」のように「％」で記載するようお願いしま

す。 

・出席を評価に加えたい場合には、例えば「出席（20％）」という表記をするのではなく、「出席時

に提出するレポート内容（20％）」「発言など積極的に取り組む姿勢（20％）」といった表記の

工夫をお願いします。 

・公欠を除く欠席の取扱いについては、本学の規程では、学生が授業回数の３分の１を超える欠

席（例えば１５回講義の場合は６回以上）をした場合に成績評価を受ける資格を失うとされて

います。欠席の取扱いを記載するときは規程と整合的になるよう留意してください。 

 

⑨ 実務経験【記載をお願いしている教員のみご記入ください】 

・高等教育の修学支援新制度の導入に伴い、「実務経験を有する教員による授業科目」である

旨の明記が必要になります。「どのような実務経験を持っているのか」、また「その実務経験を

活かしてどのような授業を行うのか」をご記入ください。該当する実務経験がない場合は、空

欄のままで構いません。 
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〈実務経験記入例〉 

◆〇〇県弁護士会に所属する弁護士。主に□□訴訟を担当。勤務する弁護士事務所での実

務経験をもとに△△について話をします。 

◆公認会計士として会計事務所に勤務。実務経験をもとに○○について話をします。 

◆管理栄養士として総合病院に勤務。実務経験をもとに○○について話をします。 

◆障害者支援施設や高齢者施設での勤務経験を活かし、◯◯について話をします。 

◆一級建築士として建築設計事務所に勤務した経験を活かし、◯◯について話をします。 

 

⑩その他の特記事項【必要に応じてご記入ください。】 

  履修上の留意点や注意すべき点、担当教員が受講生に期待するルールの説明等、特記事項

があればご記入ください。特記事項がない場合は空欄で構いません。 

 

以上 

 


